
 
 

 

第 449 回 番 組 審 議 会 

 

１．日  時  平成 21 年 12 月 15 日（火） 午後 1時 30 分～ 

 

２．開催場所  テレビ岩手 6 階大会議室 

 

３．委員総数   13 名 

  出席委員    9 名 

 

出 席 委 員   委 員 長  橋田 純一 

副 委 員 長  佐藤 晴久 

委   員  嶋村  正 

委   員  上野 克幸 

委   員  清野 雅子 

委   員  森本 雅司 

委   員  宮   勉 

            委   員  千葉 幸長 

  委      員    坂本  修 

 

欠 席 委 員  委   員  西郷 喜代子 

委   員  安藤  茂 

委   員  望月 善次 

委   員    福田 泰司 

 

社 側 出 席 者   矢後 勝洋（代表取締役社長） 

石井 修平（専務取締役） 

            阿部  孝夫 (常務取締役） 

淵沢 行則（報道制作局長） 

            

事 務 局   山信田 寧（編成技術局長） 

 畠  義真 (編成技術局編成部長） 
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４．議  題   
1．今年１年の番組を振り返って 
        

2. その他ご覧になった番組についてのご意見 

 

５．資  料 

   資料として以下のものを配布 

・ 第 448 回番組審議会議事録 

・ 平成２１年視聴率概要 

 ・ 視聴者からのご意見 

 

６．議事の概要 

 

委員側意見 

 ・ いずれも岩手にこだわった番組で特徴を捉えて放送されており、これからも独自性をい

かんなく発揮した旬な番組制作をこれからも続けて欲しい。 

・ 「５きげんテレビ」は平井アナを中心としたチームワークの良さを感じる。テレビ岩

手の看板番組だと思う。ただ、スタジオ内だけで通じる話というか、視聴者に伝わら

ない会話があったりして、現場と視聴者の間にちょっとずれがあるように感じる時が

る。 
・ 番組以外でインターネットのＨＰを見て、５きげん子育てクラブというのが非常にお
もしろいと思う。中高年向けのサイトもそろそろ立ち上げてもよい時期ではないかと

も思う。また、2011年 7月の地デジ化について、テレビ岩手では現在どうなっている
のか説明して欲しい。 

・ 経験が長い人が人脈や過去の取材を財産にして、それをもとに次ぎの番組を作ってい

るという姿勢が見える。これからも 40 年のキャリアを充分に活かして良い番組を作
ってもらいたい。 

・ 「夢見るピノキオ」の復活は大変嬉しい。ピノキオ流の番組作りでさらにファンを増

やして欲しい。県外版が見られたら楽しいと思う。ピノキオは東北版、全国版にも耐

えうるレベルの番組だと思うのでそうなってくれれば嬉しい。 
・ 番組について我々が意見を言いっぱなしで、その後の番組作りにどう生かされている

のか聞く機会があってもいいのかと思う。そういう意味で番審の内容をスパイラルア

ップするような場があってもよいのでは。 
・ 視聴者の番組評価の尺度として、視聴率の仕組みがわからない。その数字をどのよう
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に理解したらいいのかも判らないでいるので説明してほしい。 
・  地域社会の課題などを掘り起こし、それを投げかけ提言をするという、報道機関とし
ての役割を今後も大いに期待したい。 

・ じっくり地域との距離を測りながら、地域の話題を中心にして視聴者に還元していく

姿勢で、これからも頑張って欲しい。 
 

TVI 側  

・ 地デジ化については、本年度 24 局の中継局とミニサテを作ります。それで地上波デ
ジタルのカバー率は大体 90％弱です。一番心配しているのは地デジ対応受信機の普及
状況で、岩手県は 55.2％で全国最低になってしまいました。我々も岩手県もこのまま
にしておけないということで今ＰＲをやっています。  

・  営業的に言えば、極端にいえば視聴率が全てです。視聴率は非常に大事なのですが、

一方でテレビの機能として国民から電波をお預かりして放送するということから、時

として視聴率を考えずに制作しないとできない番組もあります。その２つの要素をう

まくハンドリングしながら、番組を編成し制作していくというのが民間放送の役割だ

と思います。 

・ 番組審議会での皆様の貴重な意見を現場に反映させて、以降の番組制作に反映させて

いるつもりです。環境問題とか医療が少ないというご意見を頂いたら、ニュースで特

集を組み、今年のように「がん」を 40 周年企画として 1 年やるとか、そういった形
で反映させて、県民が求めているものに応えていこうと姿勢をご理解いただければと

思います。 
  ・委員の皆様の声は、私どもプロデユーサーがきちんと受け止め、ニュースや５きげん

テレビ、制作、アナウンサーなど、現場スタッフたちに伝え、以降の番組作りに生か

しています。テレビは若いメディアですから、皆様の学識経験などを生かしたお話を

参考にさせていただき、できるだけ番組作りに生かすよう心がけています。 
 
７．審議内容 

   別載のとおり 

 

８．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   特記事項はないが、関連部署に議事録を配布するなど関係者に審議の内容を伝えた。 

 

９．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年

月日 

・ 自社制作番組「あなたと歩むテレビ岩手」 

平成 2１年 12 月 22 日(火)午前 11 時 45 分～11 時 52 分放送）で、審議の概要を放送。 



 
 

3

・ 支社・支局に議事録を設置 

・ 当社のインターネットのホームページで議事録を公開 


